
 第６学年 はばたきタイム学習活動案 

日 時 平成 18 年 10 月 31 日（火）５校時 
場 所 ６年生教室 オープンスペース 
児 童 ６学年 男子 48 名 女子 37 名 計 85 名 
指導者 鈴木 桃子  三浦 久寿  大場 江利子 

日 時 平成 18 年 10 月 31 日（火）５校時 
場 所 ６年生教室 オープンスペース 
児 童 ６学年 男子 48 名 女子 37 名 計 85 名 
指導者 T1 鈴木 桃子  T2 三浦 久寿  T3 大場 江利子 

１ 単元名  「未来へ広がるエネルギー」 

 

２ 単元について 

(1) 単元設定の理由  

   スイッチ１つで，24 時間毎日快適な生活をすることができる現代。私達は，石油や石炭・ガス 
などの化石燃料を大量に燃やし，エネルギーに変えることで便利な生活を手にしてきた。 
しかし，このような暮らしが今，地球規模で環境を悪化させている。さらに，エネルギーの大

量消費を支えてきた化石燃料の枯渇も予測されている。エネルギー問題や地球環境問題は，地域

を越え，国境を越えた問題であり，私達の将来にも大きな影響を与えようとしていると同時に，

各自治体･地域が自らの問題として取り組むべき重要な課題となっている。 
本単元は，「環境にやさしい」として注目されている新エネルギーが私達の将来の生活を支える

大切な役割があることを理解させたいと考え，設定した。 
 

(2) 児童の実態 

児童は，好奇心や探究心をもって課題に取り組もうとするものの，見通しをもち，筋道を立て

て考えながら追究したり，課題解決に必要な情報を選択したり，自分なりの考えをもったりする

ことは苦手である。また，自分の考えや意図が伝わるように的確に表現することに対しても苦手

意識をもっている児童が多い。 
６年生の総合的な学習の時間においては，文献やインターネットを使用した調べ活動，実験，

聞き取り調査などを中心とした体験活動をしてきており，児童は意欲的に学習を進めてきた。 
本単元にかかわるこれまでの総合的な学習の時間において，５年で，「考えてみよう！エネルギ

ーと環境」をとおして，エネルギーの現状や省エネ，「風力」や「太陽光」などの新エネルギーに

ついて学級の枠を越えた課題別のグループで調べたり，その成果を学習発表会で発信したりする

活動をしてきた。また，６年では，前単元「省エネ大作戦」をとおして，児童一人一人が身近な

生活の中で省エネルギーの活動を実践し，学校や地域へのＰＲ活動を行った。さらに，理科の「も

のの燃え方」の単元では，エネルギーについての現状や地球温暖化の原因，新エネルギーの有効

性などを学習し，地球規模の環境の悪化や資源の枯渇を防ぐことの大切さを理解してきている。 
   予備調査では，ほとんどの児童が地球温暖化とエネルギーの大量消費について理解しており，

「太陽光」「風力」「バイオマス」などの新エネルギーの開発が進められていることを知っている

児童も多かった。 
そこで，本単元では，エネルギー枯渇の問題や地球温暖化防止方法として，省エネルギーとと

もに新エネルギーの開発が重要であり，その取り組みが様々な形で行われていることを学習し，

自分たちの未来を考え，エネルギー問題をより身近なものとしてとらえられるようにしていきた

いと考えた。 



(3) 指導にあたって 

本単元では，児童が新エネルギーを身近なものとしてとらえられるように，施設見学や実験な

どの体験活動を取り入れ，課題に対して見通しをもち，筋道を立てて考えられるようにする。ま

た，活動の形態は，学級の枠を越えた課題別グループ学習を主とする。そこで，指導にあたって

は，調べ学習や発表会など，児童の興味・関心を重視して，児童の課題に合わせたクループ編成

を行い，それぞれの課題を追究できるようにする。さらに，できるだけ的確な表現で自分の考え

や意図が相手に伝えられるように，グループごとに話し合わせながら学習を進める。したがって，

指導の際には，３担任がそれぞれグループを担当し，互いに情報交換をしながら進めることとす

る。 
課題把握の段階では，葛巻町の「風力発電」「木質バイオマスプラント」「太陽光発電」などの

施設見学をし，それぞれのエネルギーの作り方とその長所と短所や，葛巻町の町づくりの取り組

みについて学習し，自分が追究したい課題を設定できるようにする。 
   課題追究の段階では，インターネットや図書文献，資料を利用して，新エネルギーや各自治体

の新エネルギーへの取り組みについて調べ学習をする。また，燃料電池などのエネルギー作りの

体験的な活動をとおして，その仕組みについて，より理解を深める。 
まとめる段階では，グループ毎に発表させ，それぞれの課題に沿って調べたことについて意見

交流させる。ここではそれぞれの新エネルギーの長所と短所や，各自治体についての取り組みな

どを具体的に発信させる。このことをとおして今後のエネルギー問題に対し，期待や希望をもち

ながら，一人一人がエネルギーにかかわろうとする意識を高めていこうと考える。 
 

 (4) 研究仮説とのかかわり 
ア 仮説①について 
  指導計画に取り入れた体験的な活動は，次の３つである。 
・課題把握の段階での葛巻町の施設見学 
・課題追究の段階でのＰＣを使用した調べ学習と各自治体への聞き取り調査活動 
・課題追究の段階でのエネルギーを作る活動（ゲストティーチャー） 
児童にとって，エネルギー問題や地球環境問題に実際に取り組んでいる自治体の施設見学を体

験することで，単元をとおして，主体的に，身近な課題としてとらえることにつながると考えら

れる。また，インターネットの活用では，全国の様々な取り組みを調べることができる。さらに，

エネルギー作りでは，自分が興味をもったエネルギーを作ることにより，意欲をもって取り組む

ことができ，発表の題材にもなると考えられる。 
イ 仮説②について 
課題把握の段階では，クリーンエネルギーの町づくりをしている葛巻町のそれぞれの施設を見

学し，新エネルギーを導入していることを知ることで，具体的な個人の課題を設定することがで

きるようにする。 
追究の段階では，県内の自治体でも新エネルギーの導入を始めていることから，地域の実態に

合わせた新エネルギーの導入の実態について理解させるよう，自治体への聞き取り調査（電話・

ＦＡＸ･メール等）ができるように指導支援する。また，児童が新エネルギー作りの体験的な活動

を行う際には，ゲストティーチャーの指導支援により，さらに知識を深め，まとめの段階での発

信活動に役立てるようにする。 



発表会を行う本時では，３つのグループに分かれ，さらに発表側と聞き手の２つに分かれて発

表会をする。それぞれの発表では，調べた内容を効果的に伝えられるように，様々な方法で発表

できるよう指導支援する。また聞き手は，自分が調べた内容との類似点や相違点などを考えなが

ら聞かせることで，新エネルギーへの意識を高めるようにする。 
 

３ 単元の目標 

  課題に沿って調べたことをもとに，これからのエネルギー問題に対して，一人一人が考えをもつ

ことができる。 
 〇関心・意欲 
 ・新エネルギーに興味・関心をもち，進んで自分の課題を調べ，学習したことを発信しようとする。 
 〇思考・判断 
 ・新エネルギーについて調べたことをもとに，エネルギーの将来について自分なりの考えをもつこ

とができる。 
 〇表現・処理 
 ・自分の課題に沿って調べ学習や簡単な実験を行い，その結果からわかったことを発信することが

できる。 
 〇知識・理解 
 ・新エネルギーの必要性と，その長所や短所について理解することができる。 
 〇行動・実践 
 ・省エネや省資源について学習したことを，日常の生活のなかに生かすことができる。 
 

４ 活動計画と評価規準（15時間）※体験的な活動 

段

階 
時 小単元 

主な学習活動 
関心・意欲 思考・判断 技能・処理 知識・理解 行動・実践

４ 

 
 

新エネルギーの施設見

学をしよう 
・葛巻町の施設を見学

し新エネルギーの活

用法を知る。(4) 
※葛巻町の施設見学 

バイオマスエ

ネルギーなどの

新エネルギーに

ついて興味をも

ち見学しようと

する。 

 見学して分か

ったことや，疑

問に思ったこと

を質問したり記

録したりするこ

とができる。 

葛巻町の新エ

ネルギーの活用

法を知ることが

できる。 

 

課 

 

題 

 

把 

 

握 １ 

課題をつくろう 
・学習課題や学習の見

通しをもつ。(1) 

見学してきた

ことをもとに，自

分の課題を設定

しようとする。

課題解決の方

法について考え

見通しをもつこ

とができる。 

   

２ 

課題を追究しよう1 
・グループごとに課題

を調べる。(2) 
 

友達と協力し

ながら調べたり

学習したりしよ

うとする。 

 自分の課題と

関係する新エネ

ルギーに関する

資料や情報を集

めることができ

る。 

  

２ 

新エネルギー作りの体

験をしよう 
・ゲストティーチャー

を迎え新エネルギー

作りを体験する。(2)
※エネルギー作り体験

進んで新エネ

ルギー作りに取

り組むことがで

きる。 

  新エネルギー

の仕組みについ

て理解すること

ができる。 

 

 

 

 

課 

 

 

題 

 

 

追 

 

 

究 

 

 

 

３ 

課題を追究しよう2 
・グループごとに新エ

ネルギー作りで学ん

だことをもとに，さ

 新エネルギー

作りで学んだこ

とをもとに，更

に新エネルギー

必要なことを

まとめ，記録を

とりながら学習

を進めることが

  



らに新エネルギーの

必要性をまとめる。

      (3) 

の必要性に気付

き，自分なりの

考えをもつこと

ができる。 

できる。 

２ 

学習したことを発信し

よう 
・グループごとにまと

めたことを発表し合

う。(2) 2/2 本時

※発表会 

新エネルギー

を自分達の身近

なものとしてと

らえ，発表会に

進んで参加しよ

うとする。 

 自分の調べた

ことをもとに，

相手に意図が伝

わるよう的確に

発信することが

できる。 

新エネルギー

の仕組みや新エ

ネルギーの活用

法について理解

することができ

る。 

 

 

ま 

 

と 

 

め 
１ 

学習のまとめをしよう

・学習したことを振り

返り個人のまとめを

する。 

学習してきた

ことを振り返り，

自分のよさや友

達のよさ，がんば

りを認めようと

する。  

学習したこと

から，エネルギ

ー利用について

の自分の考えを

もち，実践･行動

できることを考

えることができ

る。 

  学習したこ

とを日常の生

活の中に生か

すことができ

る。 

 

５ 学習の関連 

 
 
 
 
 
 
 
 
６ 本時の指導 

(1) ねらい 

・新エネルギーを自分達の身近なものとしてとらえ，発表会に参加しようとする。 (関心・意欲) 
    ・自分の調べたことをもとに，相手を意識して発信することができる。          (表現・処理) 
  ・発表会をとおして，新エネルギーの仕組みや活用法について知ることができる。 (知識・理解) 
 
(2) 本時の評価の観点と具体の評価規準 

 A  十分満足できる Ｂ おおむね満足できる Ｃ 努力を要する児童への手立て 
 
関心・意欲 

  新エネルギーを身近なも

のとしてとらえ，発表会で

は進んで意見等を述べよう

とする｡ 

  新エネルギーを身近

なものとしてとらえ，発

表会に参加しようとす

る。 

  新エネルギーの長所や短所

を聞くように声がけをする。

 
 
表現・処理 

  自分の調べたことをもと

に，相手に意図が伝わるよ

うに的確に工夫して発信す

ることができる。 

自分の調べたことを

もとに，相手に意図が伝

わるように的確に発信

することができる。 

  各地域での取り組みと自分

の考えについて，伝えたい内

容をはっきりさせ，グループ

の友達とかかわり合い，協力

し合いながら発信するように

させる｡ 

【理科】(３月) 
「人と環境」 

【理科】(２月) 
「電流のはたらき」 
 新エネルギー

 
本単元 【総合的な学習の時間】(５年) 

「考えてみよう！ 
エネルギーと環境」

【理科】(４月)  
「ものの燃え方」 
 地球温暖化 

【社会】(５年) 
「これからの食糧生産」 
新しいエネルギー資源を見直そう

【総合的な学習の時間】(９月)
「省エネの達人になろう」 
 



 
知識・理解 

  発表会をとおして，新エ

ネルギーの仕組みや地域の

特徴を生かした活用法につ

いて知ることができる。 

  発表会をとおして，新

エネルギーの仕組みや

活用法について知るこ

とができる。 

  自分の調べたことをもと

に，新エネルギーの長所や短

所に気付くことができるよう

に声がけをする。 

 
(3) 展開 

 学 習 活 動 教師の指導支援と評価（評価☆） 教材・資料等 
 

課 
題 
把 
握 
５ 
分 

１ 前時を想起する。 
  
２ 課題を把握する。 
   
   

・学年全体で前時の発表について簡単 
に確認する。（T1） 

・発表する視点と聞く視点を確認する。

（T2） 
 

 
 

 
 
 
 

課 
 

題 
 

追 
 

究 
 

 
 
 
 

35 
分 

３ グループ毎に調べたこと

を発表し合う。 
 
・発表グループは，「風力発電」

「太陽光発電」「木質バイオ

マス・糞尿バイオマス発電」

「石油に代わるエネルギー」

とし，発表方法に応じた T1･
T2・T3 のグループに分かれ

る。 
 

・発表時間は，それぞれ５分程

度とする。発表の都度，ブー

スごとに，学習シートに質問

や意見，感想を記入し，発表

し合う。 
 
 

・速やかに発表をすることができるよう，

新聞形式のものは事前にパネルに貼り，

準備をしておく。 
 
・聞く人側は，興味のある発表を聞くこ

とができるが，予めどのブースの発表

を聞くのかを確認しておく。 
 
 
 
 
 
 
 
・学習シートに記入できない児童には，

発表内容を補足説明し，自分の調べた

ものと比べ，分かったことは何かを記

入するように声がけをする。 
 
 
 

 
・グループの発表

資料 
 
・エネルギーカー

ド 
 
 
 
 
 
 
・学習シート 

ま 
と 
め 

   
・学習シート ４ 学習の感想を学習シート

に記入し，本時の学習を振り

返る。 

・発表全体をとおしての感想を発表させ

る。（T3） 
５  
分  

☆自分の調べたことをもとに，相手

を意識して発信することができ

る。 

☆発表会をとおして，新エネルギー

の仕組みや活用法について知るこ

とができる。 

☆新エネルギーを身近なものとして

とらえ，発表会に参加しようとす

る。 

新エネルギーに関わる

発表を聞き，未来のエネル

ギーについて考えよう。 




